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公益財団法人軽井沢美術文化学院 

2025 年度事業計画書 

I. 美術館の運営 
 

「愛と叛逆 西村伊作と娘アヤの教育への挑戦」 
同時開催 村井正誠素描展 

2025 年 6 月 7 日(土)～11 月 3 日(月・祝) 
10:00～17:00 水曜休館・但し 8/1～9/15 無休 

 
1. 企画展 （チラシ掲載文章） 

大正から昭和にかけて日本人に新しい暮らしを提案し一世を風靡した西村伊作は、1921 年に芸術

による新しい教育を試み「文化学院」を創立します。当時の画一的な女子教育・中等教育とは一線を画

し、文化学院では歌人、作家、芸術家たちを教員とし、個人の想像力を本人の長所と希望に従い自由に

発揮せしめる教育を目指しました。芸術と自由闊達な空気にあふれる環境で育てられた子女たちは、既

存の価値観に縛られることなく、卒業後も活躍の場を広げていきました。 
西村伊作の画期的な教育への挑戦は、彼自身の家族の成長とともに創造的に広がりをみせまし

た。とくに伊作の長女アヤは、伊作が理想とする暮らしと教育の実践を幼少期から家庭で受け、文化学

院で学び、芸術と自由の教育の結実の人と言えます。少女のころから異彩を放ち 12 歳で「ピノチヨ」、

13 歳で「青い魚」を出版、文化学院卒業後の 1928 年に渡米し大学で学ぶ傍ら日本の少女雑誌の特派記

者として寄稿しました。帰国後は文化学院で教員となり、教育や女性の生き方に関するエッセーを執

筆、日本に初めて「大草原の小さな家」シリーズの『長い冬』を翻訳で紹介し、当時の日本女性の枠か

ら飛び出すような生き方をしました。 
アヤの文化学院同期には、のちに洋画家となる村井正誠がいました。文化学院大学部美術科を卒

業後、村井はパリへ留学、帰国後は精力的に創作活動を続け、日本の抽象絵画の草分けとして活躍しま

す。彼は「日本美術家協会」を結成、「モダンアート協会」を組織し、日本の現代美術に大きな足跡を

残しています。 
2025 年ルヴァン美術館の企画展では、西村アヤ（石田アヤ）や村井正誠といった文化学院創立期

の教育を享受した人の足跡と作品、および彼らを育てた芸術家たちとの交流を紹介し、自由思想と芸術

による教育の実りをご覧いただけたらと思います。 
 
第一室 常設展 西村伊作の生い立ちと作品 
第二室 村井正誠素描展 
第三室 愛と叛逆 西村伊作と娘アヤの教育への挑戦 
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2. 美術館のイベント                                           
① プレオープン／こどもの楽しい美術展 4 月 26 日(土)～5 月 6 日(火・祝) 

a. 期間中ショップでは木工作家永島秀之氏の作品を展示販売する 
b. 美術館には軽井沢や東京の子供たち（高校生まで）の美術作品を展示する（入館無料） 

② ローズフェスティバル 6 月 21 日(土)～7 月 6 日(日)（水曜日休館日）美術館入館者はカフェ

100 円割引 
③ ギャラリートーク  未定 
④ 秋のアートフェスティバル 10 月 12 日(日) 入館無料 スケッチ大会開催、子供にはク

レヨンとスケッチブックプレゼント 
 

3. ルヴァン美術館夏のコンサート 
9 つのコンサート開催予定 

① 7 月 24 日(木) ソプラノコンサート TOMOKO “今” 
② 7 月 26 日(土) 香月健＆山口佳子 デュオ・コンサート（第２回）   
③ 7 月 31 日(木) 寺田悦子・渡邉規久雄/四手連弾とソロ ピアノコンサート（第 7 回） 
④ 8 月 3 日(日)  近藤和花ピアノコンサート（第 17 回） 
⑤ 8 月６日(水)  サパトス・ボサノバコンサート/木村 純・三四郎（第 21 回） 
⑥ 8 月 16 日(土) 戸室玄ピアノリサイタル（第５回） 
⑦ 8 月 23 日(土) ヴァイオリン・チェロ・ピアノのトリオ室内楽（第 4 回） 
⑧ 9 月 6 日（土） キンボル・ギャラガー ピアノリサイタル（第２回） 
⑨ 9 月 13 日(土) タンゴ 大澤さやか 

 
 
II. アトリエ・ルヴァン（Atelier Le Vent） の運営 
2025 年はこれまで実績のあるワークショップを予定している。陶芸、木工、スワッグ、オーナメントづ

くりのワークショップは参加料金を 1000 円値上げする。7 月の陶芸教室は中学生以上を対象にして、一

日通し参加の方には削りや模様入れの作業もできるオプションも設ける（参加料にランチ代含む）。 
1. アトリエ・ルヴァンでは以下のイベントを主催する。 

 大人の陶芸教室 7 月（講師：森田高正）  7 月 26 日(土)～7 月 27 日(日) 
 夏休み染めの実験教室（講師：立花万起子） 8 月 8 日(金) 
 陶芸教室 8 月（講師：森田高正）  8 月 9 日(土)～8 月 10 日(日) 
 木工教室（講師：永島秀之）        8 月 11 日(月)～8 月 15 日(金) 
 Fresh ～Dry を楽しむ晩夏のスワッグ  9 月 5 日（金） 
 陶芸教室 9 月（講師：森田高正）  9 月 13 日(土)～9 月 14 日(日) 
 ウィンターオーナメント作り（講師：大谷香） 10 月 11 日(土) 

2. アトリエの貸し出し 
三年連続で石井クラシックギャラリーにアトリエを展示会場として貸し出し予定 

 ISHII CLASSIC GALLERY  8 月 22 日(金)～23 日(土) 
  
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その他  立花利根を偲ぶ会 
2024 年 9 月に逝去した立花利根を偲ぶ会を 9 月に行う予定。文化学院の卒業生たちが利根の思い出を分

かち合う場と時間を設ける。ベースはアトリエとする。 
 

 
III. 宿泊施設の運営 
美術館付属の宿泊設備はイベント講師や美術館のコンサート演者、および美術館訪問の一般の方の宿泊

設備として本年度も引き続き運営する。文化学院卒業生および関係者には若干の割引が適用する。 
 
 
IV. ショップ・カフェの運営 

1. ショップ 
従来の商品を中心に販売。商品陳列を工夫し、販売が伸びるようする。 
 

2. カフェ 
メニューの多くは 100 円から 200 円値上げ。サーロインステーキランチを新たにメニューに追加。 

カフェプレオープン 4 月 26 日（土）～5 月 6 日（火・祝）（無休） 
ショップとカフェを大型連休中オープンする。ショップでは木工作家でスタッフの永島秀之氏の作品展

示販売も行う。 
カフェルヴァン パスタフェア 6 月 9 日（月）～7 月 25 日（金）11 時～15 時 平日のみ 

平日ランチタイム限定。ワンランク上の食材を使い自家製手打ちパスタランチを特別価格で提供。 
 
V. その他 

1. 8 月の臨時休業日 
24 年から実施している臨時休業、25 年は 8 月 6 日（水）と 27 日（水）を臨時休業とする。 
 

2. スタッフの時給 繁忙期は 100 円値上げ 
継続スタッフの時給は 150 円ベースアップ、そのほか美術館・カフェスタッフは 7 月から 9 月までの週

末および 8 月 11 日から 15 日までの勤務は時給を 100 円アップする。 
 

3. 会場使用料の値上げ 
コンサート、ウェディング等で会場貸をするときの使用料を値上げする。 

 コンサート会場第三室使用料  66,000 円から 77,000 円に値上げ 
 ウェディング会場使用料  600,000 円から 660,000 円に値上げ 

4. 他の団体への寄付 
新宮市の西村記念館と旧チャップマン邸については引き続き維持、保全のための寄付を継続する。 
 

5. アーカイブ作業 
2018 年 3 月に閉校した文化学院から多くの歴史資料や書籍を譲り受けたこともあり、財団の保有する収

蔵品、史資料のデジタルアーカイブ化の作業に引き続き取り組む。 
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2022 年度は文化学院公開講座の録音データの一部を YouTube で限定公開した。こちらも引き続き取り

組む。 
 

6. 休館中の美術館施設貸し出し 
ウェディングに 7 回貸出予定。そのうち 1 件はウェディング写真撮影会場として貸出。 

① 4 月 13 日（日） 
② 5 月 11 日（日） 
③ 5 月 17 日（土） 
④ 5 月 24 日（土） 
⑤ 5 月 26 日（月） 
⑥ 5 月 28 日（水）12 時から 14 時までのウェディング写真撮影 
⑦ 5 月 31 日（土） 

 
以上 
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